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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルを、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づいて駆動する表示駆動装置であって、
　前記複数の異なる色成分からなる表示データを取り込み、当該表示データの前記複数の
異なる色成分を並列的に保持するデータ保持部と、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、前記データ保持部により並列的に保持された前記複数
の異なる色成分からなる表示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデー
タ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする表示駆動装置。
【請求項２】
　前記データ分配部は、当該水平期間における時分割的な表示信号電圧の印加を当該水平
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期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧の印加から開始することを特徴とする請求
項１に記載の表示駆動装置。
【請求項３】
　前記データ分配部は、各水平期間の最初に変換する色成分に対応する信号ラインへの表
示信号電圧の当該水平期間における時分割的な２回目の印加を、他の信号ライン全てに対
して１回目の時分割的な表示信号電圧の印加が終了した後に実施することを特徴とする請
求項１または２に記載の表示駆動装置。
【請求項４】
　前記表示データは、赤色成分、緑色成分、及び青色成分からなり、
　前記データ分配部は、赤色成分、緑色成分、青色成分の順に時分割的に印加することを
特徴とする請求項１から３の何れかに記載の表示駆動装置。
【請求項５】
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルを、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づいて駆動する表示駆動装置であって、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、並列的に保持した前記複数の異なる色成分からなる表
示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデータ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする表示駆動装置。
【請求項６】
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルに、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づく画像情報を表示する表示装置であって、
　前記複数の異なる色成分からなる表示データを取り込み、当該表示データの前記複数の
異なる色成分を並列的に保持するデータ保持部と、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、前記データ保持部により並列的に保持された前記複数
の異なる色成分からなる表示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデー
タ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルに、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づく画像情報を表示する表示装置であって、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、並列的に保持した前記複数の異なる色成分からなる表
示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデータ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
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を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルを表示データに基づいて表示駆動する表示駆動装置及び表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリクス方式の液晶表示装置では、液晶表示パネル上に複数の走査ライン
及び信号ラインがそれぞれ直交して配設され、各交点近傍に表示画素が形成されている。
各表示画素は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）を介して信号ライン
及び走査ラインに接続された画素電極と共通電極との間に液晶が充填された液晶容量を有
する。
【０００３】
　このような液晶表示装置では、走査ドライバによって各走査ラインに走査信号（ゲート
パルス）が順次印加されて選択状態（高電位状態）となると、対応する表示画素のＴＦＴ
がオン状態となる。そして、信号ドライバによって各信号ラインに印加された表示信号電
圧がＴＦＴを介して画素電極に印加されることにより、この表示信号電圧と共通電極に印
加されているコモン信号電圧ＶＣＯＭとの差電圧が対応する液晶容量に印加、充電され、
液晶分子の配向状態が制御されることで、所望の画像が液晶表示パネルに表示される。
【０００４】
　近年では液晶表示パネルの高精細化が目覚ましく、この高精細化に伴う信号ラインの増
加に対応するため、液晶表示パネルの駆動制御方法として時分割駆動が行われている。時
分割駆動とは、複数の信号ラインのうち、所定数（例えば、３本）の信号ライン毎に切替
スイッチを設け、各信号ラインに印加する表示信号電圧を時分割して出力し、この表示信
号電圧の出力に同期して切替スイッチを順次切り替えて、各信号ラインに表示信号電圧を
印加する駆動制御方法である（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特願平６－１３８８５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、信号ラインの本数が増加した液晶表示装置において時分割駆動を行うと
、信号ラインの配線間容量により表示画像の画質が劣化するという問題が発生していた。
【０００６】
　図１３は、液晶表示装置におけるモジュール配線の一例を示す図である。同図に示すよ
うに、液晶表示装置９では、例えばコストやスペース的にメリットが有ることから、表示
画素部９１の一辺側のガラス基板９０上に信号ドライバ９２及び走査ドライバ９４が並べ
て配置されることがある。そして、この信号ドライバ９２及び走査ドライバ９４それぞれ
と表示画素部９１とを接続するよう、複数の信号ライン９３及び走査ライン９５が配線さ
れる。
【０００７】
　このようなモジュール配線では、信号ライン９３の本数の増加や、或いは信号ドライバ
９２と表示画素部９１との間隔が狭くなることにより、信号ライン９３の配線が高密度化
する部分が生じてくる。同図では、向かって左側に信号ドライバ９２が、右側に走査ドラ
イバ９４が配置されているため、信号ライン９３の配線は、右方向に向かうに従って配線
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長が長く、且つピッチ（間隔）が狭くなっている。
【０００８】
　また、各信号ライン９３間には寄生容量である配線間容量が生じる。
　図１４（ａ）は、液晶表示装置９における信号ライン９３の配線部分の断面図の一例で
あり、図１４（ｂ）は、その等価回路を示す。同図（ａ）に示すように、信号ライン９３
の配線部分は、例えば、ガラス基板９０上に絶縁膜として形成されたＳｉＮ窒化膜９６上
に例えばＣｒやＡｌ等の金属材料から成る線状の信号ライン９３が間隔をおいて形成され
、その上部にＳｉＮ窒化膜９７が形成されて、各信号ライン９３間が絶縁され、更にこの
上部がシール材９８で覆われた構造となっている。
【０００９】
　即ち、同図（ｂ）に示すように、信号ライン９３の配線間容量は、ガラス基板９０に起
因する容量Ｃｘと、ＳｉＮ窒化膜９６，９７に起因する容量Ｃｙと、シール材９８に起因
する容量Ｃｚとの合成容量となる。この配線間容量は、信号ライン９３の配線長が長いほ
ど、或いはピッチが狭いほど、大きくなる。つまり、信号ライン９３の配線が高密度で、
配線長が長くなるほど、信号ライン９３の配線間容量が大きくなる。
【００１０】
　そして、信号ライン９３が高密度配線された液晶表示装置９において時分割駆動を行っ
た場合、信号ライン９３の配線間容量に起因する画質劣化が発生していた。即ち、時分割
駆動では、各走査ラインの選択期間中に、複数の信号ライン９３毎に表示信号電圧の印加
を順次切り替えて、各走査ラインに接続された複数の表示画素に表示信号電圧を印加する
。ここで、表示信号電圧が印加されていない信号ライン９３についてはハイインピーダン
ス状態となって直前の電圧を保持しているが、この電圧が、配線間容量を介して、隣り合
う信号ライン９３の電圧印加の影響を受けて変動し、選択状態にある表示画素の画素電極
に印加される電圧が変動して、当該表示画素における表示輝度が変化してしまう。この電
圧変動は、隣り合う信号ライン９３への電圧印加による電圧変化が大きいほど、或いは配
線間容量が大きいほど、大きくなる。
【００１１】
　このように、信号ライン９３が高密度配線された液晶表示装置９では、信号ライン９３
の配線間容量の増加により、ハイインピーダンス状態にある信号ライン９３の電圧変動が
大きくなることで、表示画素部９１の各表示画素の表示輝度の変化が大きくなって、表示
画像の画質が劣化するという問題が発生していた。
【００１２】
　上記事情に鑑み、本発明は、液晶表示パネル等の表示パネルを時分割駆動する表示装置
において、信号ラインの配線間容量による画質劣化を抑制することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルを、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づいて駆動する表示駆動装置であって、
　前記複数の異なる色成分からなる表示データを取り込み、当該表示データの前記複数の
異なる色成分を並列的に保持するデータ保持部と、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、前記データ保持部により並列的に保持された前記複数
の異なる色成分からなる表示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデー
タ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
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号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする。
【００１４】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の表示駆動装置において、
　前記データ分配部は、当該水平期間における時分割的な表示信号電圧の印加を当該水平
期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧の印加から開始することを特徴とする。
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の表示駆動装置において、
　前記データ分配部は、各水平期間の最初に変換する色成分に対応する信号ラインへの表
示信号電圧の当該水平期間における時分割的な２回目の印加を、他の信号ライン全てに対
して１回目の時分割的な表示信号電圧の印加が終了した後に実施することを特徴とする。
【００１６】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から３の何れかに記載の表示駆動装置において、
　前記表示データは、赤色成分、緑色成分、及び青色成分からなり、
　前記データ分配部は、赤色成分、緑色成分、青色成分の順に時分割的に印加することを
特徴とする。
【００１７】
　請求項５に記載の発明は、
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルを、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づいて駆動する表示駆動装置であって、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、並列的に保持した前記複数の異なる色成分からなる表
示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデータ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする。
【００１８】
　請求項６に記載の発明は、
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルに、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づく画像情報を表示する表示装置であって、
　前記複数の異なる色成分からなる表示データを取り込み、当該表示データの前記複数の
異なる色成分を並列的に保持するデータ保持部と、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、前記データ保持部により並列的に保持された前記複数
の異なる色成分からなる表示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデー
タ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする。
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【００１９】
　請求項７に記載の発明は、
　走査ラインと信号ラインの各交点近傍に表示画素が設けられた表示パネルに、複数の異
なる色成分からなる表示データに基づく画像情報を表示する表示装置であって、
　それぞれの信号ラインが互いに異なる色成分に対応するとともに前記色成分の数に対応
する数の信号ライン毎に設けられ、並列的に保持した前記複数の異なる色成分からなる表
示データを、それぞれに対応する表示信号電圧に変換するデータ変換部と、
　前記データ変換部により変換された各表示信号電圧を、それぞれの色成分に対応する信
号ラインに所定の順序で時分割的に印加するデータ分配部と、
を備え、
　前記データ分配部は、当該水平期間の最初に変換された色成分の表示信号電圧を他の色
成分に対応した信号ラインへ同時に印加した後、当該水平期間における時分割的な表示信
号電圧の印加を開始するとともに、前記最初に変換された色成分の表示信号電圧を当該水
平期間における時分割的な表示信号電圧の印加の際に印加回数が他の何れかの色成分より
も多くなるように複数回印加することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、信号ラインの配線間容量による画質劣化を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、図面を参照して本発明に係わる表示駆動装置及びその駆動制御方法、並びに表示
駆動装置を備えた表示装置に好適な実施形態について、詳しく説明する。
【００２９】
　先ず、本発明に係る表示装置を適用した液晶表示装置の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態における液晶表示装置１の概略構成を示すブロック図である。同図
によれば、液晶表示装置１は、表示画素部１０と、信号ドライバ２０と、走査ドライバ３
０と、ＲＧＢデコーダ４０と、駆動アンプ５０と、ＬＣＤコントローラ６０と、電圧発生
回路７０とを備えて構成される。ここで、表示画素部１０と少なくとも信号ドライバ２０
及び走査ドライバ３０は、例えば、上述の図１３に示した構成と同様に、図示を省略した
ガラス基板上に設けられる。
【００３０】
　表示画素部１０には、行方向に、走査ドライバ３０に接続された複数の走査ラインＬｇ
が配設されているとともに、各走査ラインＬｇと直交するよう、列方向に、信号ドライバ
２０に接続された複数の信号ラインＬｓが配設されている。そして、走査ラインＬｇと信
号ラインＬｓとの各交点近傍に複数の表示画素が二次元配列されている。
【００３１】
　図２に、表示画素の等価回路を示す。同図によれば、表示画素は、アクティブ素子であ
るＴＦＴ（薄膜トランジスタ）１１と、ＴＦＴ１１を介して走査ラインＬｇ及び信号ライ
ンＬｓに接続された画素電極１２と、画素電極１２と対向する位置に配置され、コモン信
号電圧ＶＣＯＭが印加される対向電極１３と、画素電極１２と対向電極１３との間に液晶
が充填されて成る画素容量（液晶容量）１４と、画素容量１４と並列に設けられ、信号ラ
インＬｓからＴＦＴ１１を介して画素容量１４に印加される表示信号電圧を保持する補助
容量１５と、補助容量１４に接続され、コモン信号電圧ＶＣＯＭが印加される捕縄容量ラ
イン（共通ライン）Ｌｃとから構成されている。
【００３２】
　そして、走査ドライバ３０によって各走査ラインＬｇに走査信号（ゲートパルス）が順
次印加されて選択状態（高電位状態）となると、対応する各表示画素のＴＦＴ１１がオン
動作する。そして、信号ドライバ２０から信号ラインＬｓに印加された表示信号電圧がＴ
ＦＴ１１を介して各画素電極１２に印加されることにより、表示信号電圧と対向電極１３
に印加されたコモン信号電圧ＶＣＯＭとの差電圧が各表示画素の画素容量１４に充電され
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て、該差電圧に応じて各表示画素における液晶分子の配向状態が制御される。これにより
、所望の画像が表示画素部１０に表示される。
【００３３】
　図１において、信号ドライバ２０には信号ラインＬｓが接続されており、ＬＣＤコント
ローラ６０から入力される水平制御信号に基づいて、ＲＧＢデコーダ４０から供給される
表示データに基づく表示信号電圧を各信号ラインＬｓに印加する。信号ドライバ２０の詳
細な構成については後述する。
【００３４】
　走査ドライバ３０には走査ラインＬｇが接続されており、ＬＣＤコントローラ６０から
入力される垂直制御信号に基づいて、各走査ラインＬｇに走査信号を順次印加して選択状
態とする。
【００３５】
　ＲＧＢデコーダ４０は、液晶表示装置１の外部から入力される映像信号から、水平同期
信号ＨＳＹＮＣ、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ及びコンポジット同期信号ＣＳＹＮＣを抽出し
てＬＣＤコントローラ６０に出力するとともに、映像信号に含まれるＲ（赤），Ｇ（緑）
，Ｂ（青）の各色の表示データを抽出し、信号ドライバ２０に出力する。
【００３６】
　駆動アンプ５０は、表示画素部１０における各表示画素の補助容量１５に共通接続され
た補助容量ラインＬｃ及び対向電極１３に印加されるコモン電圧信号ＶＣＯＭを生成し、
ＬＣＤコントローラ６０から入力される極性反転制御信号ＦＲＰに応じてコモン電圧信号
ＶＣＯＭの極性を反転して出力する。
【００３７】
　ＬＣＤコントローラ６０は、ＲＧＢデコーダ４０から入力される水平同期信号ＨＳＹＮ
Ｃ、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ及びコンポジット同期信号ＣＳＹＮＣに基づいて極性制御信
号ＰＯＬを生成し、信号ドライバ２０に出力する。また、クロック信号ＳＣＫ、シフトス
タート信号ＳＴＨ及びラッチ動作制御信号ＳＴＢを含む水平制御信号を生成して信号ドラ
イバ２０に出力し、垂直制御信号を生成して走査ドライバ３０に出力することにより、所
定のタイミングで表示画素部１０の表示画素を順次選択状態とし、選択状態とした表示画
素に表示信号電圧を印加して、表示データに基づく所定の画像を表示させる。
【００３８】
　電圧発生回路７０は、液晶表示装置１の各部で必要な電圧を生成して供給する。例えば
、信号ドライバ２０内の階調電圧生成部２９が階調電圧を生成するために必要な電圧ＶＨ
，ＶＬを生成する。
【００３９】
［信号ドライバ］
　図３は、信号ドライバ２０の要部構成図である。同図によれば、信号ドライバ２０は、
シフトレジスタ部２１と、データレジスタ部２２と、データラッチ部２３と、第１スイッ
チ部２４と、複数のＤＡＣ２５及び出力アンプ２６と、第２スイッチ部２７と、スイッチ
切替部２８と、階調電圧生成部２９とを備えて構成される。
【００４０】
　シフトレジスタ部２１は、入力されるシフトスタート信号ＳＴＨをクロック信号ＳＣＫ
によって順次シフト動作させ、タイミング信号としてデータレジスタ部２２に出力する。
【００４１】
　データレジスタ部２２は、シフトレジスタ部２１から入力されるタイミング信号に合わ
せて、入力されるデジタル信号からなる表示データを順次取り込み、表示データＰ１，Ｐ
２，・・・，Ｐｎとして出力する。ここで「ｎ」は、表示画素部１０に配設されている信
号ラインＬｓの本数に等しい。
【００４２】
　データラッチ部２３は、入力されるラッチ動作制御信号ＳＴＢに応じてデータレジスタ
部２２から入力される表示データＰ１，Ｐ２，・・・，Ｐｎを一斉に取り込み、取り込ん
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だ表示データＰ１，Ｐ２，・・・，Ｐｎを表示データＱ１，Ｑ２，・・・,Ｑｎとして、
ｎ本の表示データ出力線それぞれに出力する。
【００４３】
　第１スイッチ部２４は、データラッチ部２３のｎ本の表示データ出力線のうち、例えば
赤、緑及び青の各色の表示データが出力される３本の出力線を１組とし、各組毎に、スイ
ッチ切替部２８から入力される第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ，ＳＷ＿Ｂ
Ｉに従った１本の出力線を選択し、後段のＤＡＣ２５に接続する。ここで、第１スイッチ
制御信号ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ，ＳＷ＿ＢＩは、それぞれ、赤色、緑色、青色の表示デ
ータ出力線に対応付けられている。
【００４４】
　ＤＡＣ２５は、階調電圧生成部２９から供給される階調電圧に基づいて、第１スイッチ
部２４から入力される表示データをアナログ信号電圧に変換し、表示信号電圧として後段
の出力アンプ２６を介して第２スイッチ部２７に出力する。
【００４５】
　第２スイッチ部２７は、ｎ本の信号ラインＬｓの内、隣り合う３本の信号ラインＬｓで
あって、赤色の表示信号電圧が印加される信号ラインＬｓである赤ライン、緑色の表示信
号電圧が印加される信号ラインＬｓである緑ライン、及び、青色の表示信号電圧が印加さ
れる信号ラインＬｓである青ラインを１組とし、各組毎に、スイッチ切替部２８から入力
される第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯに従った信号ラインＬ
ｓを選択して前段のＤＡＣ２５に接続する。ここで、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，
ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯは、それぞれ、赤ライン、緑ライン、青ラインに対応付けられて
いる。
【００４６】
　スイッチ切替部２８は、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ，ＳＷ＿ＢＩを
生成して第１スイッチ部２４に出力するとともに、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，Ｓ
Ｗ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯを生成して第２スイッチ部２７に出力する。このとき、第１スイッ
チ制御信号ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ，ＳＷ＿ＧＩ、及び、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿Ｒ
Ｏ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯは、第１スイッチ部２４及び第２スイッチ部２７における各
組の接続状態が同期し、且つ、１水平走査期間内において各組の接続状態が少なくとも一
巡するように切り替えられる。このような第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ
，ＳＷ＿ＢＩ、及び、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯの設定
により、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加動作を時分割駆動するように構成され
ている。
【００４７】
　階調電圧生成部２９は、入力される極性制御信号ＰＯＬに応じて、電圧発生回路７０か
ら供給される電圧ＶＨ，ＶＬの間を表示データの階調数（例えば、２５６）に応じた複数
の抵抗で分圧し、分圧した各電圧を階調電圧として各ＤＡＣ２５に供給する。
【００４８】
［配線間容量］
　液晶表示装置１における各信号ラインＬｓには、上述のような配線間容量及び寄生容量
による種々の容量成分が生じる。
　図４は、信号ラインＬｓに生じる容量成分を説明するための図であり、１つの表示画素
における等価回路を示している。また、同図における各容量の値は一例を示したものであ
る。また、図５は、信号ラインＬｓの電圧変動を説明するための等価回路を示している。
【００４９】
　図４に示すように、各表示画素においては、信号ラインＬｓに生じる容量成分として、
表示画素を挟んで隣り合う各信号ラインＬｓ間の容量Ｃ１，Ｃ２（配線間容量）と、信号
ラインＬｓと走査ラインＬｇとの間の容量Ｃ３と、ＴＦＴ１１のゲート・ドレイン間の容
量Ｃ４と、信号ラインＬｓと補助容量ラインＬｃとの間の容量Ｃ５と、信号ラインＬｓと
対向電極１３との間の容量Ｃ６とが生じている。
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【００５０】
　従って、信号ラインＬｓに注目した等価回路は、図５に示すようになる。
　同図によれば、信号ラインＬｓに寄生する容量として、容量Ｃ１，Ｃ２に相当する各信
号ラインＬｓ間の容量Ｃａ（配線間容量）と、容量Ｃ３，Ｃ４の合成容量に相当する、信
号ラインＬｓと走査ラインＬｇとの間の容量成分Ｃｂと、容量Ｃ５，Ｃ６の合成容量に相
当する、信号ラインＬｓと対向電極１３（コモン電圧信号ＶＣＯＭ）との間の容量成分Ｃ
ｃとが生じている。
【００５１】
　そしてこの等価回路によれば、ある信号ラインＬｓに電圧印加等による電圧変化が生じ
ると、隣り合う信号ラインＬｓに、この電圧変化分と配線間容量Ｃａとの積に応じた電荷
移動が起こり、これによって隣り合う信号ラインＬｓの電圧が変動する。即ち、ある信号
ラインＬｓでの電圧変化をΔＶとすると、その隣り合う信号ラインＬｓの電圧変動ΔＥは
、次式で与えられる。
　　　ΔＥ＝（Ｃａ／（Ｃｂ＋Ｃｃ））×ΔＶ　　・・・（１）
【００５２】
　信号ラインＬｓの配線密度がそれほど高くない従来の液晶表示装置では、信号ラインＬ
ｓの配線間容量Ｃａが容量Ｃｂ，Ｃｃに比較して小さいため、配線間容量による信号ライ
ンＬｓの電圧変動ΔＥは、各信号ラインＬｓに印加される表示信号電圧に比較して無視で
きる程度に小さかった。しかし、信号ラインＬｓの配線密度の高密度化によって配線間容
量Ｃａが増大すると、これに伴って電圧変動ΔＥが増加し、これが表示画素部１０におけ
る表示画像の画質劣化の原因となっていた。
【００５３】
［駆動制御方法の第１の実施形態］
　そこで、信号ラインＬｓが高密度配線された液晶表示装置１における、配線間容量Ｃａ
による画質劣化を抑制するための本発明における表示装置の駆動制御方法の、第１の実施
形態を、従来の駆動制御方法と比較して説明する。
【００５４】
　ここで、表示信号電圧として、前水平走査期間に赤ラインにハイレベル（４．３Ｖ）、
緑ライン及び青ラインにロウレベル（０．３Ｖ）が印加されていた状態から、赤ラインに
ロウレベル（０．３Ｖ）、緑ライン及び青ラインにハイレベル（４．３Ｖ）を印加すると
ともに、各表示信号電圧を、赤ライン、青ライン、緑ラインの順に印加することとする。
また、各表示画素における各容量を、図４，５に示した値とする。即ち、図４において、
容量Ｃ１，Ｃ２が「９７２ｐＦ」、容量Ｃ３が「１０５１２ｐＦ」、容量Ｃ４が「４４１
６ｐＦ」、容量Ｃ５が「２７１２ｐＦ」、容量Ｃ６が「２９８０ｐＦ」である。従って、
図５における容量Ｃａ，Ｃｂ，Ｃｃは、それぞれ、容量Ｃａが「９７２ｐＦ」、容量Ｃｂ
が「１４９２８ｐＦ」、容量Ｃが「５６９２ｐＦ」となる。
【００５５】
　先ず、比較のために、従来の駆動制御方法を適用した場合の電圧変動について説明する
。
　図６は、従来の駆動制御方法を適用した場合のタイミングチャートであり、上から順に
、水平同期信号ＨＳＹＮＣ、極性制御信号ＰＯＬ、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，Ｓ
Ｗ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯ、コモン信号電圧ＶＣＯＭ、のそれぞれの信号波形を示している。
また図７は、図６に示した信号波形で駆動した場合の、各信号ラインＬｓの電圧を示す表
である。
【００５６】
　先ず初期状態として、時刻ｔ１１の直前時点において、コモン電圧信号ＶＣＯＭが４．
５Ｖであり、赤ラインの電圧が４．３Ｖ、緑ライン及び青ラインそれぞれの電圧が０．３
Ｖであるとする。この状態で、赤ラインにロウレベル（０．３Ｖ）、緑ライン及び青ライ
ンにハイレベル（４．３Ｖ）の表示信号電圧を印加する。
【００５７】
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　そして、水平走査期間の開始時点、即ち水平同期信号ＨＳＹＮＣがロウレベルからハイ
レベルに変化する時刻ｔ１１において、極性制御信号ＰＯＬがロウレベルからハイレベル
に変化するとともに、共通電圧ＶＣＯＭが極性反転して４．５Ｖから－１．５Ｖに変化す
る。また、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯがハイレベルに変
化するとともに、不図示であるが、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩがハイレベルに変化
する。従って、赤ライン、緑ライン及び青ラインそれぞれに、赤ラインに印加される表示
信号電圧であるロウレベル、即ち０．３Ｖが印加され、赤ライン、緑ライン及び青ライン
の電圧が０．３Ｖとなる。
【００５８】
　その後、時刻ｔ１２において、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯがロウレ
ベルに変化する。即ち、緑ライン及び青ラインはハイインピーダンス状態となるが、それ
ぞれ、直前の電圧０．３Ｖを保持する。
【００５９】
　次いで、時刻ｔ１３において、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯがロウレベルに変化す
るとともに、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯがハイレベルに変化する。また、不図示で
あるが、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩがロウレベルに変化するとともに、第１スイッ
チ制御信号ＳＷ＿ＧＩがハイレベルに変化する。従って、緑ラインに、ハイレベルの表示
信号電圧である４．３Ｖが印加され、緑ラインの電圧が４．３Ｖとなる。また、赤ライン
はハイインピーダンス状態となるが、直前の電圧０．３Ｖを保持する。
【００６０】
　このとき、配線間容量Ｃａにより、緑ラインの電圧変化に応じて隣り合う赤ライン及び
青ラインの電圧が変化する。具体的には、緑ラインの電圧変化ΔＶは、ΔＶ＝４．０Ｖ（
＝４．３Ｖ－０．３Ｖ）であり、式（１）によれば、隣り合う信号ラインＬｓの電圧変動
ΔＥは０．１８９Ｖとなる。つまり、赤ライン及び青ラインの電圧は、それぞれ、０．４
８９Ｖ（＝０．３Ｖ＋０．１８９Ｖ）に変化する。
【００６１】
　続いて、時刻ｔ１４において、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯがロウレベルに変化す
るとともに、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＢＯがハイレベルに変化する。また、不図示で
あるが、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＩがロウレベルに変化するとともに、第１スイッ
チ制御信号ＳＷ＿ＢＩがハイレベルに変化する。従って、青ラインに、ハイレベルの表示
信号電圧である４．３Ｖが印加され、青ラインの電圧が４．３Ｖとなる。また、緑ライン
はハイインピーダンス状態となるが、直前の電圧４．３Ｖを保持する。
【００６２】
　このとき、配線間容量Ｃａにより、青ラインの電圧変化に応じて隣り合う赤ライン及び
緑ラインの電圧が変動する。具体的には、青ラインの電圧変化ΔＶは、ΔＶ＝３．８１１
Ｖ（＝４．３Ｖ－０．４８９Ｖ）であり、式（１）によれば、隣り合う信号ラインＬｓの
電圧変動ΔＥは０．１７９Ｖとなる。つまり、赤ラインの電圧は、０．６６３Ｖ（＝０．
４８４Ｖ＋０．１７９Ｖ）に変化し、緑ラインの電圧は、４．４７９Ｖ（＝４．３Ｖ＋０
．１７９Ｖ）に変化する。
【００６３】
　その後、時刻ｔ１５において、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＢＯがロウレベルに変化す
る。従って、青ラインはハイインピーダンス状態となるが、直前の電圧４．３Ｖを保持す
る。
【００６４】
　そして、当該水平走査期間の終了時点、即ち水平同期信号ＨＳＹＮＣがロウレベルから
ハイレベルに変化する時刻ｔ１６の直前時点では、赤ライン、緑ライン及び青ラインの電
圧は、それぞれ、０．６６３Ｖ，４．４７９Ｖ，４．３Ｖとなる。ところで、赤ライン、
緑ライン、青ラインのそれぞれに印加された表示信号電圧は、０．３Ｖ，４．３Ｖ，４．
３Ｖである。つまり、印加された表示信号電圧に対して、赤ラインでは０．３６３Ｖ、緑
ラインでは０．１７９Ｖ、それぞれ電圧が変動している。この電圧変動により、表示画像
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の画質劣化が引き起こされる。
【００６５】
　またここで、赤ラインの電圧変動が最も大きく、次いで緑ラインの電圧変動が大きいの
は、表示信号電圧が、赤ライン、緑ライン、青ラインの順に印加されるためである。即ち
、赤ラインは、表示信号電圧が印加された後、緑ライン及び青ラインへの表示信号電圧の
印加による電圧変化の影響を受けるためであり、緑ラインは、表示信号電圧が印加された
後、青ラインへの表示信号電圧の印加による電圧変化の影響を受けるためである。青ライ
ンについては、表示信号電圧の印加が最後であるため、他の信号ラインＬｓでの電圧変化
による影響を受けない。
【００６６】
　尚、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯそれぞれがハイレベル
となっている時間、即ち赤ラインへの表示信号電圧の印加時間ＴＲ１、緑ラインへの表示
信号電圧の印加時間ＴＧ１、青ラインへの表示信号電圧の印加時間ＴＢ１はほぼ等しく、
各信号ラインＬｓの電圧を印加された表示信号電圧まで変化させるのに充分な時間である
。
【００６７】
　次に、本発明における駆動制御方法の第１の実施形態を適用した場合の電圧変動につい
て説明する。
　図８は、駆動制御方法の第１の実施形態を適用した場合のタイミングチャートであり、
上から順に、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、極性制御信号ＰＯＬ、ラッチ動作制御信号ＳＴＢ
、表示データ、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ，ＳＷ＿ＢＩ、第２スイッ
チ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯ、コモン電圧信号ＶＣＯＭ、のそれぞれ
の信号波形を示している。また図９は、図８に示した信号波形で駆動した場合の、各信号
ラインＬｓの電圧を示す表である。
【００６８】
　同図に示すように、本実施形態では、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加を、１
水平走査期間に２回行っている。
【００６９】
　図６，７と同様に、先ず初期状態として、時刻ｔ２１の直前時点において、コモン電圧
信号ＶＣＯＭが４．５Ｖ、赤ラインの電圧が４．３Ｖ、青ライン及び緑ラインの電圧が０
．３Ｖであるとする。この状態で、赤ラインにロウレベル（０．３Ｖ）、緑ライン及び青
ラインにハイレベル（４．３Ｖ）の表示信号電圧を印加する。
【００７０】
　そして、１水平走査期間の開始時点、即ち水平同期信号ＨＳＹＮＣがロウレベルからハ
イレベルに変化する時刻ｔ２１において、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩがハイレベル
に変化するとともに、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯがハイ
レベルに変化する。従って、赤ライン、緑ライン及び青ラインそれぞれに、赤ラインに印
加される表示信号電圧であるロウレベル、即ち０．３Ｖが印加される。
【００７１】
　その後、時刻ｔ２２において、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯがともに
ロウレベルに変化する。従って、緑ライン及び青ラインはハイインピーダンス状態となる
が、直前の電圧０．３Ｖを保持する。
【００７２】
　次いで、時刻ｔ２３において、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩがロウレベルに変化す
るとともに、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＩがハイレベルに変化する。また、第２スイ
ッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯがロウレベルに変化するとともに、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿
ＧＯがハイレベルに変化する。従って、緑ラインにハイレベルの表示信号電圧である４．
３Ｖが印加されるが、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＩ及び第２スイッチ制御信号ＳＷ＿
ＧＯがハイレベルとなっている時間、即ち緑ラインへの表示信号電圧の印加時間ＴＲ２が
短いため、緑ラインの電圧は、例えば印加される４．３Ｖの約９０％である３．９Ｖまで
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にしか変化しない。また、赤ラインはハイインピーダンス状態となるが、直前の電圧０．
３Ｖを保持する。
【００７３】
　このとき、配線間容量Ｃａにより、緑ラインの電圧変化に応じて隣り合う赤ライン及び
青ラインの電圧が変動する。具体的には、緑ラインの電圧変化ΔＶは、ΔＶ＝３．６Ｖ（
＝３．９Ｖ－０．３Ｖ）であり、式（１）によれば、隣り合う信号ラインＬｓの電圧変動
ΔＥは、０．１７０Ｖとなる。つまり、赤ライン及び青ラインそれぞれの電圧が、０．４
７０Ｖ（＝０．３Ｖ＋０．１７０Ｖ）に変化する。
【００７４】
　続いて、時刻ｔ２４において、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＩがロウレベルに変化す
るとともに、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＢＩがハイレベルに変化する。また、第２スイ
ッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯがロウレベルに変化するとともに、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿
ＢＯがハイレベルに変化する。従って、青ラインに、ハイレベルの表示信号電圧である４
．３Ｖが印加されるが、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＢＩ及び第２スイッチ制御信号ＳＷ
＿ＢＯがハイレベルとなっている時間、即ち青ラインへの表示信号電圧の印加時間ＴＢ２
が短いので、青ラインの電圧は、例えば印加される４．３Ｖの約９０％である３．９Ｖま
でにしか変化しない。また、緑ラインはハイインピーダンス状態となるが、直前の電圧３
．９Ｖを保持する。
【００７５】
　このとき、配線間容量Ｃａにより、青ラインの電圧変化に応じて隣り合う赤ライン及び
緑ラインの電圧が変化する。具体的には、青ラインの電圧変化ΔＶは、ΔＶ＝３．４３０
Ｖ（＝３．９Ｖ－０．４７０Ｖ）であり、式（１）によれば、隣り合う信号ラインＬｓの
電圧変動ΔＥは、０．１６１Ｖとなる。つまり、赤ラインの電圧は、０．６３１Ｖ（＝０
．４７０Ｖ＋０．１６１Ｖ）に変化し、緑ラインの電圧は４．０６１Ｖ（＝３．９Ｖ＋０
．１６１Ｖ）に変化する。
【００７６】
　ここまでが、１回目の各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加である。次いで、２回
目の印加が行われる。
【００７７】
　即ち、時刻ｔ２５において、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＢＩ及び第２スイッチ制御信
号ＳＷ＿ＢＯがロウレベルに変化するとともに、第１スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＩ及び第
２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯがハイレベルに変化する。従って、赤ラインにロウレベル
の表示信号電圧である０．３Ｖが印加され、赤ラインの電圧が０．３Ｖに変化する。
【００７８】
　このとき、赤ラインの電圧変化に応じて、隣り合う緑ライン及び青ラインの電圧が変動
する。即ち、赤ラインの電圧変化ΔＶは、－０．３３１Ｖ（＝０．３－Ｖ０．６３１Ｖ）
であり、式（１）によれば、電圧変動ΔＥは－０．０１６Ｖとなる。つまり、緑ラインの
電圧が、４．０４５Ｖ（＝４．０６１Ｖ－０．０１６Ｖ）に変化し、青ラインの電圧が、
３．８８４Ｖ（＝３．９Ｖ－０．０１６Ｖ）に変化する。
【００７９】
　続いて、時刻ｔ２６において、時刻ｔ２３の時点と同様に、第１スイッチ制御信号ＳＷ
＿ＲＩ及び第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＲＯがロウレベルに変化するとともに、第１スイ
ッチ制御信号ＳＷ＿ＧＩ及び第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯがハイレベルに変化する。
従って、緑ラインに、ハイレベルの表示信号電圧である４．３Ｖが印加される。ここで、
緑ラインの直前電圧は４．０４５Ｖであるので、印加時間ＴＧ２が短くとも、電圧は４．
３Ｖに変化する。
【００８０】
　このとき、緑ラインの電圧変化に応じて、隣り合う赤ライン及び青ラインの電圧が変動
する。即ち、緑ラインの電圧変化ΔＶは、０．２５５Ｖ（＝４．３Ｖ－４．０４５Ｖ）で
あり、式（１）によれば、電圧変動ΔＥは０．０１４Ｖとなる。つまり、赤ラインの電圧
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が０．３１４Ｖ（＝０．３Ｖ＋０．０１４Ｖ）に変化し、青ラインの電圧が３．８９８Ｖ
（＝３．８８４Ｖ＋０．０１４Ｖ）に変化する。
【００８１】
　次いで、時刻ｔ２７において、時刻ｔ２４の時点と同様に、第１スイッチ制御信号ＳＷ
＿ＧＩ及び第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＧＯがロウレベルに変化するとともに、第１スイ
ッチ制御信号ＳＷ＿ＢＩ及び第２スイッチ制御信号ＳＢ＿ＢＯがハイレベルに変化する。
従って、青ラインに、ハイレベルの表示信号電圧である４．３Ｖが印加される。ここで、
青ラインの直前電圧は３．８９８Ｖであるので、印加時間ＴＢ２が短くとも、電圧は４．
３Ｖに変化する。
【００８２】
　このとき、青ラインの電圧変化に応じて、隣り合う赤ライン及び緑ラインの電圧が変動
する。即ち、青ラインの電圧変化ΔＶは、０．４０２Ｖ（＝４．３Ｖ－３．８９８Ｖ）で
あり、式（１）によれば、電圧変動ΔＥは０．０１９Ｖとなる。つまり、赤ラインが０．
３３３Ｖ（＝０．３１４Ｖ＋０．０１９Ｖ）に変化し、緑ラインが４．３１９Ｖ（＝４．
３Ｖ＋０．０１９Ｖ）に変化する。
【００８３】
　その後、時刻ｔ２８において、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿ＢＯがロウレベルに変化す
る。従って、青ラインはハイインピーダンス状態となるが、直前の電圧４．３Ｖを保持す
る。
【００８４】
　そして、当該水平走査期間の終了時点、即ち水平同期信号ＨＳＹＮＣがロウレベルから
ハイレベルに変化する時刻ｔ２９の直前時点では、赤ライン、緑ライン、青ラインの電圧
は、それぞれ、０．３３３Ｖ，４．３１９Ｖ，４．３Ｖとなる。つまり、印加された表示
信号電圧に対して、赤ラインでは０．０３３Ｖ、緑ラインでは０．０１９Ｖ、それぞれ電
圧が変動している。
【００８５】
　この電圧変動は、図６，７に示した従来の駆動制御方法（赤ラインでは０．３６３Ｖ、
緑ラインでは０．１７９Ｖ）に対して約１／１０程度と小さくなっており、従って、従来
の駆動方法と比較して、表示画像の画質劣化が大幅に抑制される。
【００８６】
　このように、本実施形態では、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加を１水平走査
期間に２回行うことにより、１回目の印加で各信号ラインＬｓの電圧を表示信号電圧近く
まで変化させ、２回目の印加による各信号ラインＬｓの電圧変化ΔＶを小さくすることが
でき、これにより、当該信号ラインＬｓに隣り合う信号ラインの電圧変動ΔＥを小さくす
ることができる。このため、当該水平走査期間の終了時点での各信号ラインＬｓの、印加
された表示信号電圧に対する電圧の変動を小さくすることができ、表示画像の画質劣化の
抑制が可能となる。
【００８７】
［作用・効果］
　以上、第１の実施形態によれば、１水平走査期間において各信号ラインＬｓへの表示信
号電圧の印加を２回行うことにより、水平走査期間の終了時点での各信号ラインＬｓの、
印加された表示信号電圧に対する電圧の変動を小さくすることができる。このことにより
、表示画像の画質劣化を抑制できる。
【００８８】
　尚、図８において、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加時間ＴＲ２，ＴＧ２，Ｔ
Ｂ２を１回目の印加と２回目の印加とで等しいこととしたが、１回目と２回目とで異なる
時間としても良い。
【００８９】
　また、上記実施形態においては、赤ライン、緑ライン及び青ラインの３本の信号ライン
Ｌｓを１組とする３分割の時分割駆動としたが、本発明はこれに限るものではなく、２分
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割の時分割駆動でもよいし、或いは４分割以上の時分割駆動としてもよい。
【００９０】
　また、１水平走査期間において、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加を２回行う
こととしたが、３回以上としても良い。例えば図１０は、各信号ラインＬｓへの表示信号
電圧の印加を、１水平走査期間において３回行う場合のタイムチャートである。尚、この
場合、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加時間ＴＲ２，ＴＧ２，ＴＢ２は、図８に
示した、１水平走査期間に２回行う場合と比較して短くなる。
【００９１】
〔駆動制御方法の第２の実施形態〕
　次に、本発明における表示装置の駆動制御方法の、第２の実施形態を説明する。
　上述した第１の実施形態では、図８に示した信号波形によって表示画素部１０を表示駆
動したが、第２の実施形態では、図１１に示す信号波形によって表示駆動する。
【００９２】
　図１１は、駆動制御方法の第２の実施形態を適用した場合のタイムチャートであり、上
から順に、水平同期信号ＨＳＹＮＣ、極性制御信号ＰＯＬ、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿
ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯ、コモン電圧信号ＶＣＯＭ、のそれぞれの信号波形を示し
ている。
【００９３】
　同図に示すように、第２の実施形態では、第１の実施形態と同様に、各信号ラインＬｓ
への表示信号電圧の印加を１水平走査期間において２回行っているが、当該水平走査期間
の終了のタイミングで、表示信号電圧の２回目の印加が終了する点が第１の実施形態と異
なる。つまり、第２実施形態では、全ての信号ラインＬｓがハイインピーダンス状態とな
る期間が無い。
【００９４】
　このように、水平走査期間の終了タイミングで各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印
加が全て終了するように制御することにより、各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加
時間ＴＲ３，ＴＧ３，ＴＢ３を、第１の実施形態において図８に示した印加時間ＴＲ２，
ＴＧ２，ＴＢ２と比較して長くすることができる。
【００９５】
　このため、１回目の表示信号電圧の印加の際、各信号ラインＬｓの電圧を印加された表
示信号電圧により近づけることができるので、２回目の表示信号電圧の印加による各信号
ラインＬｓの電圧変化ΔＶを小さくすることができる。従って、信号ラインＬｓの配線間
容量Ｃａがより大きい場合であっても、表示画像の画質劣化を抑制することが可能となる
。
【００９６】
　ここで、第１の実施形態において、２回目の表示信号電圧の印加が終了した後、全ての
信号ラインＬｓがハイインピーダンス状態となる期間を設けているのは、対応する画素容
量１４への充分な充電を行わせるための、充電完了までの待ち時間を設けるためである。
しかし、本実施形態のように、１水平走査期間において各信号ラインＬｓへの表示信号電
圧の印加を２回行っている場合には、１回目の印加により、各信号ラインＬｓの電圧が印
加される表示信号電圧に近い電圧となり、画素容量１４への充電はほぼ完了している。こ
のため、２回目の表示信号電圧の印加の終了後、全ての信号ラインＬｓをハイインピーダ
ンス状態とする期間を短く、又は設けないようにしても支障がない。この場合、図１１に
示すように３分割の時分割駆動とした場合、特に青ラインについては２回目の表示信号電
圧の印加が終了した後にハイインピーダンス状態として充電を完了させる期間が設けられ
ないが、通常、表示信号電圧は水平走査期間毎に大きく変化することは少なく、一つの水
平走査期間から次の水平走査期間に亘ってほぼ同じ表示信号電圧が印加される状態となる
ため、特に支障はない。
【００９７】
　また、１水平走査期間において各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加を３回以上行
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う場合も同様に、当該水平走査期間の終了タイミングで最終回の印加が終了するように制
御すればよい。
【００９８】
〔駆動制御方法の第３の実施形態〕
　次に、本発明における表示装置の駆動制御方法の、第３の実施形態を説明する。
　上述した第２の実施形態では、図１１に示した信号波形によって表示画素部１０を表示
駆動したが、第３の実施形態では、図１２に示す信号波形によって表示駆動する。
【００９９】
　図１２は、駆動制御方法の第３の実施形態を適用した場合のタイムチャートであり、上
から順に、水平同期信号ＨＳＹＮＣ、極性制御信号ＰＯＬ、第２スイッチ制御信号ＳＷ＿
ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯ、コモン電圧信号ＶＣＯＭ、のそれぞれの信号波形を示し
ている。
【０１００】
　同図に示すように、第３の実施形態では、第２の実施形態と同様に、３分割の時分割駆
動を行うものであって、赤ライン及び緑ラインについては、表示信号電圧の印加を１水平
走査期間において２回行い、また、当該水平走査期間の終了タイミングで、表示信号電圧
の２回目の印加が終了しているが、２回目の表示信号電圧の印加において、印加順序が最
後である青ラインへの表示信号電圧の印加が行われていない点が第２の実施形態と異なる
、
【０１０１】
　また、赤ラインへの表示信号電圧の印加時間ＴＲ４、緑ラインへの表示信号電圧の印加
時間ＴＧ４はほぼ等しく、青ラインへの表示信号電圧の印加時間ＴＢ４は、印加時間ＴＲ
４，ＴＧ４に比較して長く、青ラインの電圧が印加された表示信号電圧に達するのに充分
な時間に設定される。
【０１０２】
　このように、２回目の表示信号電圧の印加の際、印加順序が最後である青ラインへの表
示信号電圧の印加を行わないことにより、印加時間ＴＲ４，ＴＧ４，ＴＢ４を、第２の実
施形態において図１１に示した印加時間ＴＲ３，ＴＧ３，ＴＢ３と比較して長くすること
ができる。このため、信号ラインＬｓの配線間容量Ｃａがより大きい場合であっても、表
示画像の画質劣化を抑制することが可能となる。
【０１０３】
　印加順序が最後である青ラインへの表示信号電圧の印加を行わないのは、隣り合う信号
ラインＬｓにおける電圧変化の影響が小さいためである。即ち、１回目の表示信号電圧が
印加された後の青ラインの電圧は、隣り合う赤ライン及び緑ラインそれぞれへの２回目の
表示信号電圧の印加による電圧変化ΔＶに応じて変動するが、この２回目の電圧変化ΔＶ
は上述のように小さいので、青ラインへの２回目の表示信号電圧の印加を行わなかったと
しても、１回目に表示信号電圧が印加された後の青ラインの電圧の変動は小さい。このた
め、１回目の青ラインへの表示信号電圧の印加時間を充分長くして、青ラインの電圧が表
示信号電圧に達するようにしておけば、２回目の表示信号電圧の印加の際、印加順序が最
後である青ラインへの印加を行わなくても構わない。
【０１０４】
　また、本実施形態では、１水平走査期間において、赤ライン、緑ライン、青ラインの順
に１回の表示信号電圧の印加を行うこととしたが、印加順序はこの限りではない。更に、
１水平走査期間において各信号ラインＬｓへの表示信号電圧の印加を３回以上行う場合も
同様に、最終回の印加の際、印加順序が最後となる信号ラインへの印加を行わないように
制御すれば良い。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】本発明に係わる表示装置を適用した液晶表示装置の全体構成図。
【図２】表示画素の等価回路図。



(16) JP 4710422 B2 2011.6.29

10

20

30

40

【図３】信号ドライバの回路構成図。
【図４】信号ラインに生じる容量成分を説明するための表示画素の等価回路図。
【図５】信号ラインの電圧変動を説明するための等価回路図。
【図６】従来の駆動制御方法を適用したタイムチャート。
【図７】従来の駆動制御方法を適用した場合の各信号ラインの電圧を示す図。
【図８】駆動制方法の第１の実施形態を適用した場合のタイムチャート。
【図９】駆動制御方法の第１の実施形態を適用した場合の、各信号ラインの電圧を示す図
。
【図１０】駆動制御方法の第１の実施形態の他の駆動制御方法を説明するタイムチャート
。
【図１１】駆動制御方法の第２の実施形態を適用した場合のタイムチャート。
【図１２】駆動制御方法の第３の実施形態を適用した場合のタイムチャート。
【図１３】液晶表示装置のモジュール配線図。
【図１４】信号ラインの配線間容量の説明図。
【符号の説明】
【０１０６】
１　液晶表示装置
　１０　液晶表示パネル
　　Ｌｓ　信号ライン
　　Ｌｇ　走査ライン
　　Ｌｃ　共通ライン
　　１１　ＴＦＴ
　　１２　画素電極
　　１３　対向電極
　　１４　画素容量
　　１５　補助容量
　２０　信号ドライバ
　　２１　シフトレジスタ部
　　２２　データレジスタ部
　　２３　データラッチ部
　　２４　第１スイッチ部
　　２５　ＤＡＣ
　　２６　出力アンプ
　　２７　第２スイッチ部
　　２８　スイッチ切替部
　　２９　階調電圧生成部
　３０　走査ドライバ
　４０　ＲＧＢデコーダ
　５０　駆動アンプ
　６０　ＬＣＤコントローラ
　７０　電圧発生回路
ＳＷ＿ＲＩ，ＳＷ＿ＧＩ，ＳＷ＿ＢＩ　　第１スイッチ制御信号
ＳＷ＿ＲＯ，ＳＷ＿ＧＯ，ＳＷ＿ＢＯ　　第２スイッチ制御信号
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